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≪学習のねらい≫


●「地球温暖化」について関心をもち、日々の生活を振り返る中で、自分たちにできることを　　　　 　考える。


　●一人ひとりができることは小さくても、多くの人が協力し、力を合わせれば、大きな結果に　　　　つながることに気づく。


≪学習の流れ≫


　実施時期　５月


�
学習活動の主な内容�
指導のポイント�
�
１


�
「地球温暖化が起こるしくみ」


・地球温暖化について学ぶ。


・二酸化炭素が増えた原因を知る。�
■二酸化炭素増加の原因を知り、それ自体は悪くないが、増えると環境によくないことに気づかせる。


■自分たちのためにも、地球温暖化を　　　防がなければならないという思いに　　させる。�
�
２


�
「地球温暖化への対策」


・化石燃料の使用を減らすための　再生可能エネルギーについて　学ぶ。


・省エネルギー技術やリサイクル等、持続可能な社会実現にむけてのとりくみについても知る。�
■太陽光・風力・水力発電は、なぜ　　　　　二酸化炭素の排出量を減らせるのか。　　また、各発電の課題にも気づかせる。


■地球温暖化への対策で、自分たちにも　　できることがあることに気づかせる。�
�
３


�
「カーボン・ニュートラル」


・自然や植物等のはたらきも含め、「カーボン・ニュートラル」を　達成できる新しいアイデアを　探る。�
■一人ひとりの努力では、二酸化炭素の   減る量は少ないが、みんなが力を　　　　合わせれば、それが多い量になることに  気づかせる。�
�
≪活用したプログラムや教材、ゲストティーチャー等≫


●環境省作 環境教育教材「みんなで変える地球の未来～脱炭素社会をつくるために～」


≪成果≫


●今年度の夏も最高気温が高く、大雨(線状降水帯)・台風等の自然災害が多くあった。動画を　　　　見ることで、異常気象が自然災害ではなく、人災(二酸化炭素の排出量増加)によるものかも　　　　しれないと気づき、自分事として捉えることができた。


　●それぞれの発電の長所・短所を知り、カーボン・ニュートラルを達成するためには、新しい　　　　アイデアが必要であることに気づくことができた。


　●一人ひとりの意識の持ち方で、地球温暖化は少しずつは解消されるが、みんなが協力し、力を　　　　合わせないと手遅れになってしまうので、早急の課題であると気づくことができた。








